
皇
室
事
項

官
庁
報
告

平成™œ年�月™日 火曜日 第�—� 号官 報
御
祝
電

天
皇
陛
下
は
、七
月
一
日
カ
ナ
ダ
国
の
国
祭
日
に
つ
き
、

六
月
二
十
八
日
同
国
総
督
閣
下
へ
御
祝
電
を
発
せ
ら
れ

た
。

官
庁
事
項

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年

法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と

お
り
登
録
小
型
船
舶
教
習
所
に
係
る
登
録
事
項
の
変
更
届

出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い

て
準
用
す
る
第
十
七
条
の
十
五
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、

公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
二
日

東
北
運
輸
局
長

長
谷
川
伸
一

秋
田
県
立
男
鹿
海
洋
高
等
学
校

登
録
小
型
船
舶
教
習
所
の
種
類
及
び
区
分

（
変
更
前
）

二
級
小
型
船
舶
操
縦
士
第
一
種
教
習
所

（
全
日
制
課
程
海
洋
環
境
科
）

（
変
更
後
）

一
級
小
型
船
舶
操
縦
士
第
一
種
教
習
所

（
全
日
制
課
程
海
洋
科
）

二
級
小
型
船
舶
操
縦
士
第
一
種
教
習
所

（
全
日
制
課
程
海
洋
環
境
科
）

国
家
試
験

登
録
小
型
船
舶
教
習
所
の
登
録
事
項
の
変
更
に
関
す
る
公

示
船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年

法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と

お
り
登
録
小
型
船
舶
教
習
所
に
係
る
登
録
事
項
の
変
更
届

出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い

て
準
用
す
る
第
十
七
条
の
十
五
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、

公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
二
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機
構

代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）

鋤
柄

好
利

（
変
更
後
）

加
藤

敏
文

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年

法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と

お
り
登
録
小
型
船
舶
教
習
所
に
係
る
登
録
事
項
の
変
更
届

出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い

て
準
用
す
る
第
十
七
条
の
十
五
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、

公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
二
日

中
部
運
輸
局
長

甲
斐

正
彰

一
般
社
団
法
人
全
国
小
型
船
舶
教
習
所
連
合
会

登
録
小
型
船
舶
教
習
実
施
機
関
の
住
所

（
変
更
前
）

三
重
県
四
日
市
市
霞
二
丁
目
一
番
一
号

（
変
更
後
）

大
阪
府
大
阪
市
都
島
区
都
島
中
通
一
丁
目
十
六

番
八
号

登
録
小
型
船
舶
教
習
事
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

（
変
更
前
）

三
重
県
四
日
市
市
霞
二
丁
目
一
番
一
号

（
変
更
後
）

大
阪
府
大
阪
市
都
島
区
都
島
中
通
一
丁
目
十
六

番
八
号

登
録
小
型
船
舶
教
習
事
務
の
休
廃
止
に
関
す
る
公
示

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年

法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
七
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と

お
り
登
録
小
型
船
舶
教
習
事
務
の
全
部（
一
部
）を
休（
廃
）

止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
三
条
の

二
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
の
十
五
第
三
号
の

規
定
に
よ
り
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
二
日

中
国
運
輸
局
長

小
橋

雅
明

^

登
録
小
型
船
舶
教
習
実
施
機
関
の
名
称

鳥
取
県
立

境
港
総
合
技
術
高
等
学
校

_

住
所

鳥
取
県
境
港
市
竹
内
町
九
二
五
番
地

`

廃
止
す
る
登
録
小
型
船
舶
教
習
事
務
を
行
う
事
務
所

の
名
称
及
び
所
在
地

鳥
取
県
立
境
港
総
合
技
術
高
等
学
校

鳥
取
県
境
港

市
竹
内
町
九
二
五
番
地

a

登
録
小
型
船
舶
教
習
所
の
種
類
及
び
区
分

一
級
小
型
船
舶
操
縦
士
第
一
種
教
習
所

特
殊
小
型
船
舶
操
縦
士
第
一
種
教
習
所

b

廃
止
す
る
登
録
小
型
船
舶
教
習
所
の
種
類
及
び
区
分

特
殊
小
型
船
舶
操
縦
士
第
一
種
教
習
所

c

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

登
録
小
型
船
舶
教
習
所
の
登
録
事
項
の
変
更
に
関
す
る
公

示
船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年

法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と

お
り
登
録
小
型
船
舶
教
習
所
に
係
る
登
録
事
項
の
変
更
届

出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い

て
準
用
す
る
第
十
七
条
の
十
五
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、

公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
二
日

四
国
運
輸
局
長

丸
山

研
一

香
川
県
立
多
度
津
高
等
学
校

代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）

渡
邊

晋
二

（
変
更
後
）

森

明
夫

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年

法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と

お
り
登
録
小
型
船
舶
教
習
所
に
係
る
登
録
事
項
の
変
更
届

出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い

て
準
用
す
る
第
十
七
条
の
十
五
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、

公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
二
日

九
州
運
輸
局
長

佐
藤

尚
之

登
録
小
型
船
舶
教
習
実
施
機
関
の
名
称

（
変
更
前
）

堀
川

正
志

（
変
更
後
）

堀
川
船
舶
株
式
会
社

代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）

堀
川

正
志

（
変
更
後
）

堀
川
船
舶
株
式
会
社

代
表
取
締
役

堀
川

正

志

登
録
小
型
船
舶
教
習
事
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称

（
変
更
前
）

堀
川
登
録
小
型
船
舶
教
習
所

（
変
更
後
）

堀
川
船
舶
株
式
会
社

平
成

25
年
度
技
術
士
第
二
次
試
験
の
試
験
会
場

技
術
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
5
9年
総
理
府
令
第
５
号
）

第
１
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
2
5年
８
月
３
日
及
び
４

日
に
実
施
す
る
平
成
2
5年
度
技
術
士
第
二
次
試
験
の
試
験

会
場
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成

2
5
年
７
月
２
日文
部
科
学
大
臣
下
村
博
文

総
合
技
術
監
理
部
門
の
必
須
科
目（
試
験
日
８
月
３
日
）

総
合
技
術
監
理
部
門
を
除
く
部
門
の
必
須
科
目
及
び
選

択
科
目
並
び
に
総
合
技
術
監
理
部
門
の
選
択
科
目
（
試
験

日
８
月
４
日
）

試
験
地

試
験

会
場

北
海
道
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
札
幌
市

白
石
区
東
札
幌
６
条
１
丁
目
１
番
１
号

宮
城
県
サ
ン
フ
ェ
ス
タ
仙
台
市
若
林
区
卸
町
２
丁

目
1
5番
地
の
２

東
京
都
東
京
電
子
専
門
学
校
豊
島
区
東
池
袋
３
丁

目
６
番
１
号

首
都
大
学
東
京
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
（
試
験

日
８
月
４
日
の
み
）
八
王
子
市
南
大
沢
１

丁
目
１
番
地

東
京
農
工
大
学
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
（
試
験

日
８
月
４
日
の
み
）
小
金
井
市
中
町
２
丁

目
2
4番

1
6号

電
気
通
信
大
学
（
試
験
日
８
月
４
日
の
み
）

調
布
市
調
布
ヶ
丘
１
丁
目
５
番
１
号

東
京
理
科
大
学
G
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
（
試
験
日

８
月
４
日
の
み
）
G
飾
区
新
宿
６
丁
目
３

番
１
号

神
奈
川
県
情
報
科
学
専
門
学
校
（
試
験
日
８
月
３
日
の

み
）
横
浜
市
神
奈
川
区
鶴
屋
町
２
丁
目
1
7

番
地
青
山
学
院
大
学
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
（
試
験

日
８
月
４
日
の
み
）
相
模
原
市
中
央
区
淵

野
辺
５
丁
目
1
0番
１
号

新
潟
県
日
本
歯
科
大
学
新
潟
生
命
歯
学
部
新
潟
市

中
央
区
浜
浦
町
１
丁
目
８
番
地

石
川
県
金
沢
工
業
高
等
専
門
学
校
（
試
験
日
８
月
３

日
の
み
）
金
沢
市
久
安
２
丁
目
2
7
0番
地

金
沢
工
業
大
学
扇
が
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
（
試
験

日
８
月
４
日
の
み
）
野
々
市
市
扇
が
丘
７

番
１
号

愛
知
県
愛
知
学
院
大
学
楠
元
キ
ャ
ン
パ
ス
（
試
験
日

８
月
３
日
の
み
）
名
古
屋
市
千
種
区
楠
元

町
１
丁
目
1
0
0番
地

愛
知
学
院
大
学
日
進
キ
ャ
ン
パ
ス
（
試
験
日

８
月
４
日
の
み
）
日
進
市
岩
崎
町
阿
良
池

1
2番
地

大
阪
府
大
阪
大
学
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
豊
中
市
待
兼

山
町
１
番
1
6号

大
阪
産
業
大
学
（
試
験
日
８
月
４
日
の
み
）

大
東
市
中
垣
内
３
丁
目
１
番
１
号

広
島
県
広
島
工
業
大
学
専
門
学
校
広
島
市
西
区
福

島
町
２
丁
目
１
番
１
号

香
川
県
香
川
大
学
幸
町
キ
ャ
ン
パ
ス
高
松
市
幸
町

１
番
１
号

福
岡
県
南
近
代
ビ
ル
（
試
験
日
８
月
３
日
の
み
）

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
南
４
丁
目
２
番
1
0号

福
岡
国
際
会
議
場（
試
験
日
８
月
４
日
の
み
）

福
岡
市
博
多
区
石
城
町
２
番
１
号

福
岡
サ
ン
パ
レ
ス（
試
験
日
８
月
４
日
の
み
）

福
岡
市
博
多
区
築
港
本
町
２
番
１
号

九
州
共
立
大
学
（
試
験
日
８
月
４
日
の
み
）

北
九
州
市
八
幡
西
区
自
由
ヶ
丘
１
番
８
号

沖
縄
県
沖
縄
大
学
那
覇
市
字
国
場
5
5
5番
地

Ÿ
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